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今
の
東
京
は
大
変
暮
ら

し
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

一
ケ
月
、
五
万
五
千
円
の

寝
た
き
り
の
高
齢
者
に
出

て
い
た「
老
人
福
祉
手
当
」

が
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に

段
階
的
に
打
ち
切
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
七
十
才
以

上
へ
の
無
料
の
「
シ
ル
バ

ー
パ
ス
」
の
有
料
化
、
六

十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度

「
マ
ル
福
」
を
段
階
的
に

年
齢
を
引
き
上
げ
、
二
〇

〇
七
年
に
は
廃
止
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
四
年
間
で
福
祉
関
連
だ

け
で
も
八
百
五
十
六
億
円

削
り
ま
し
た
。
（
図
�
参

照
）
ま
た
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
保
育
園
へ
の

補
助
金
な
ど
百
以
上
削
ら

れ
ま
し
た
。

一
方
、
千
葉
県
で
は
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川

県
で
八
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
、
福
岡
県
で
七
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の

自
治
体
は
こ
の
五
年
間
で

福
祉
な
ど
の
予
算
を
増
や

し
て
い
ま
す
。

歴
代
の
都
政
で
は
、
福

祉
予
算
を
一
度
も
減
ら
し

た
こ
と
は
な
く
、
美
濃
部

都
政
は
、
福
祉
費
を
十
二

倍
、
鈴
木
都
政
は
二
・
四

倍
、
青
島
都
政
で
一
・
二

倍
増
や
し
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
分
野
を
ど

ん
ど
ん
削
り
な
が
ら
、
大

型
幹
線
の
道
路
建
設
や
臨

海
副
都
心
開
発
な
ど
に
毎

年
一
兆
円
の
投
資
を
続
け

て
い
ま
す
。

教
育
の
分
野
で
も
「
三

十
人
学
級
」
の
要
求
は
切

実
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
東
京
都
以
外
の
ほ

と
ん
ど
の
道
府
県
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

都
は
財
政
の
厳
し

さ
を
理
由
に
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
か

ら
来
年
度
に
か
け
て

『
六
千
億
円
』
の
法
人
税

が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

東
京
都
の
予
算
は
、
六

兆
円
で
（
韓
国
の
予
算
相

当
）
、
ほ
ん
の
数
パ
ー
セ

ン
ト
使
い
方
を
変
え
る
だ

け
で
、
削
ら
れ
た
福
祉
や

医
療
は
元
に
戻
し
、
教
育

も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

北
区
・
桐
ヶ
丘
団
地
に

住
む
藤
田
越
子
さ
ん
は
お

母
さ
ん
の
光
子
さ
ん
（
８

６
歳
）
を
介
護
し
て
い
ま

す
。
光
子
さ
ん
は
十
九
年

前
に
く
も
膜
下
出
血
で
倒

れ
、
両
方
の
耳
が
全
く
聞

こ
え
ず
、
外
出
は
車
イ
ス

で
す
。

お
父
さ
ん
は
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
銀
行
の
仕
事

で
ベ
ト
ナ
ム
に
単
身
赴
任

し
、
辛
い
ジ
ャ
ン
グ
ル
生

活
を
経
て
、
十
二
年
後
に

帰
国
。
そ
の
後
、
ベ
ト
ナ

ム
と
の
産
業
技
術
協
力
の

仕
事
を
続
け
て
き
た
お
父

さ
ん
も
六
年
前
に
大
腿
骨

を
骨
折
し
、
越
子
さ
ん
は

一
人
で
両
親
を
介
護
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、

お
父
さ
ん
は

昨
年
、
講
演

中
に
八
十
八

歳
で
急
逝
し

ま
し
た
。

越
子
さ
ん

は
「
五
年
前

に
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制

度
で
、
自
己

負
担
が
五
〜

六
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
し

た
。
当
時
は
老
人
福
祉
手

当
が
あ
り
、
助
か
り
ま
し

た
。
一
九
六
九
年
に
革
新

都
政
で
初
め
て
実
現
し
、

全
国
に
普
及
し
た
『
老
人

福
祉
手
当
』
を
バ
ッ
サ
リ

切
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
許

せ
ま
せ
ん
。

両
親
と
も
戦
争
で
経
験

を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
に

な
り
、
病
気
の
時
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

の
が
、
政
治
の
役
割
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

母
は
要
介
護
三
で
す

が
、
父
も
亡
く
な
り
負
担

が
大
き
い
の
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
減
ら
し
て
い
ま

す
。
石
原
都
政
は
弱
者
に

冷
た
い
。
道
路
建
設
に
使

う
お
金
が
あ
る
の
な
ら
、

福
祉
や
医
療
に
回
し
て
ほ

し
い
。
都
知
事
に
は
、
経

済
的
に
も
ど
れ
だ
け
大
変

か
、
痛
み
を
ぜ
ひ
実
感
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

切
実
な
要
求
を
実
現
す

る
「
板
橋
総
行
動
」
は
今

回
で
十
二
回
目
と
な
り
ま

す
。
早
朝
に
は
、
板
橋
区

役
所
前
で
、
区
が
区
民
サ

ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
な
が

ら
、
駅
前
再
開
発
に
税
金

を
そ
そ
ぎ
こ
む
「
板
橋
区

経
営
刷
新
計
画
」
に
反
対

す
る
宣
伝
行
動
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
区
内
の
労

働
組
合
や
団
体
か
ら
百
二

十
人
が
集
ま
り
、
宣
伝
カ

ー
五
台
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

宣
伝
・
九
チ
ー
ム
で
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
な
が
ら
、
区

内
全
体
に
「
検
診
有
料
化

反
対
」
の
風
を
吹
か
せ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
百
十
五

の
老
人
ク
ラ

ブ
を
八
チ
ー

ム
で
訪
問

し
、
署
名
の

お
願
い
を
し

ま
し
た
。

午
後
に
は

「
刷
新
計
画
」

中
止
を
求
め

る
石
塚
区
長

へ
の
個
人
請

願
書
を
六
十

人
一
人
ひ
と

り
が
、
自
ら

の
想
い
を
伝
え
、
金
子
総

務
部
長
に
提
出
。

夜
は
、
大
山
公
園
で
決

起
集
会
が
行
わ
れ
、
三
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
東

京
土
建
や
板
橋
生
活
と
健

康
を
守
る
会
、
板
橋
教
職

員
組
合
の
代
表
が
報
告
し

ま
し
た
。

集
会
の
後
「
憲
法
を
守

ろ
う
、
区
民
検
診
有
料
化

反
対
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
て
大

山
公
園
か
ら
板
橋
本
町
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。健

康
文
化
会
や
ユ
ニ
オ

ン
企
画
の
職
員
、
友
の
会

の
会
員
も
三
十
人
以
上
が

終
日
参
加
し
ま
し
た
。

☆
老
人
福
祉
手
当
（
月
５
万
５
千
円
）
を

２
０
０
３
年
に
は
廃
止
↓
５
万
人
が
影

響
受
け
た
。

☆
マ
ル
福
（
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
東
京

都
独
自
の
医
療
費
助
成
）
は
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
、
２
０
０
７
年
６
月
に
全
廃

と
な
る
。
受
診
の
人
が
２
割
減
っ
た
。

☆
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
今
か
ら
５
年
前
に

有
料
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

☆
国
民
健
康
保
険
の
補
助
を
５
年
間
で
２

３
０
億
円
カ
ッ
ト

☆
慢
性
肝
炎
の
通
院
医
療
助
成
を
カ
ッ
ト

↓
３
万
人
が
影
響
受
け
た
。

図①
切り捨てられた福祉・医療（一部）

こ
の
会
議
は
、
四
月
二

十
七
日
か
ら
五
月
五
日
ま

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
、
二
〇

〇
〇
年
五
月

の
核
保
有
五

ヶ
国
が
約
束

し
た
「
核
兵

器
廃
絶
の
履

行
」
が
問
わ

れ
る
会
議
で
す
。
五
月
一

日
に
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
〇
〇
万
人
行
動
』
な
ど

世
界
的
規
模
で
行
動
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
請

代
表
の
園
田
さ
ん
は
「
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
の
み

な
さ
ん
の
平
和
を
望
む
心

と
署
名
を
届
け
た
い
」
と

熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
ま

す
。代

表
派
遣
た
め
の
募
金

と�
い
ま
核
兵
器
廃
絶
を
�

国
際
署
名
を
集
め
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
や
友
の
会

の
会
員
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

国国
際際
署署
名名
とと
代代
表表
派派
遣遣

募募
金金
にに
ごご
協協
力力
をを

発行：東京民主医療機関連合会
北中ブロック城北地域診療圏協議会

編集：医療と健康のひろば編集委員会

〒１７４―８５０２ 東京都板橋区小豆沢１―６―８
健康文化会内

電話０３―５９９４―０２７１
ファックス同上（自動切替）

２００５年４月 第７２号

世界に誇れる『日本国憲法』

を多いにみんなで語り、広

めましょう。

切
り
捨
て
ら
れ
た
医
療
・
福
祉
・
教
育

復
活
し
て
ほ
し
い

老
人
福
祉
手
当

切実な要求実現かかげ
第１２回板橋怒りの総行動

ここ
のの
東東
京京
にに
安安
心心
しし
てて
住住
みみ
続続
けけ
たた
いい

切実な要求、平和への想いをあんどんにこめて

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
政
に
し
て
」と

藤
田
越
子
さ
ん（
右
）と
光
子
さ
ん（
左
）

ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議
要請の代表に

園田麻子さん派遣
（小豆沢病院職員）

桜の季節、北区さくら通り

（１） 第７２号 ２００５年４月医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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が
国
で
は
、
三
人
に

一
人
が
「
痔
」
で
悩
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
場
所
が
場
所
だ
け
に

な
か
な
か
人

に
言
え
ず
、

つ
ら
い
痛
み
を
我
慢
し
て

い
る
人
が
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。

痔
の
種
類
に
つ
い
て

一
般
的
に
は
内
痔
核

（
イ
ボ
痔
）
、
裂
肛
（
キ

レ
痔
）
、
痔
ろ
う
の
三
種

類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
代
表
的
な
の
が
内
痔
核

で
す
。
こ
れ
は
肛
門
に
あ

る
静
脈
が
う
っ
血
し
静
脈

瘤
（
血
管
の
固
ま
り
）
と

な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
程

度
に
よ
っ
て
一
度
（
腫
れ

た
痔
か
ら
出
血
す
る
状

態
）
か
ら
四
度
ま
で
分
け

ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
は
三
度
（
排

便
時
に
脱
出
し
て
き
た
痔

が
、
指
な
ど
で
押
し
込
ま

な
い
と
も
と
に
戻
ら
な
い

状
態
）
以
上
で
は
、
手
術

療
法
が
必
要
で
す
。

最
新
の
手
術
療
法

Ｐ
Ｐ
Ｈ
法
と
は

こ
れ
は
一
九
九
三
年
イ

タ
リ
ア
の
医
師
が
開
発
し

た
も
の
で
、
日
本
で
は
一

九
九
六
年
六
月
に
初
め
て

導
入
さ
れ
て
以
来
、
急
速

に
普
及
し
て
い
ま
す
。
そ

の
特
長
は
な
ん
と
言
っ
て

も
、
術
後
の
痛
み
が
少
な

く
傷
が
残
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
早
期
退
院
・
早
期

社
会
復
帰
が
可
能
な
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
従
来
の
よ
う
な

痔
そ
の
も
の
を
切
除
す
る

の
で
は
な
く
、
自
動
吻
合

器
と
い
う
特
殊
器
具
を
使

い
緩
ん
だ
粘
膜
を
、
痛
み

を
感
じ
な
い
直
腸
内
で
環

状
に
切
除
す
る
方
法
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
痔
核
が
肛

門
内
に�
吊
り
上
げ
ら
れ
、

も
と
の
位
置
に
戻
る
�
こ

と
で
症
状
を
な
く
す
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
痛
み
に
敏
感
な
肛
門
粘

膜
や
皮
膚
に
傷
を
つ
け
な

い
た
め
術
後
の
痛
み
も
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
す
。

小
豆
沢
病
院
で
は

火
曜
日
、
木
曜
日
に
定

例
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
土

曜
日
と
日
曜
日
を
使
っ
た

一
泊
二
日
入
院
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。

痔
で
お
悩
み
の
方
は
、

ま
ず
は
一
度
、
外
科
を
受

診
し
て
み
て
下
さ
い
。

ま
た
痔
だ
と
思
っ
て
経

過
を
み
て
い
た
ら
、
直
腸

癌
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
実
際
に
あ
り
ま
す

の
で
、
思
い
悩
む
前
に
、

や
は
り
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

練
馬
第
二
診
療
所
と
け

や
き
薬
局
が
近
く
に
あ

る
、
西
武
池
袋
線
・
練
馬

駅
の
北
口
に
出
る
と
目
の

前
が
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

で
す
。
す
ぐ
横
に
「
平
成

つ
つ
じ
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。
八
千
八
百
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
大
な
敷
地
に
日

本
の
つ
つ
じ
ば
か
り
で
な

く
外
国
の
つ
つ
じ
も
取
り

入
れ
る
な
ど
、
六
百
五
十

種
類
・
一
万
株
が
植
え
ら

れ
て
い
る
区
民
公
園
で
、

平
成
六
年（
一
九
八
八
年
）

に
開
園
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
中
旬
か
ら
五
月
中

旬
頃
ま
で
が
見
ご
ろ
で
、

ピ
ン
ク
、
白
、
朱
色
と
色

と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
が
次

々
と
咲
き
乱
れ
、
訪
れ
る

人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

つ
つ
じ
を
充
分
に
楽
し

ん
だ
後
は
、
豊
島
園
通
り

に
出
て
、
豊
島
園
駅
に
向

か
っ
て
歩
く
と
、
十
一
ケ

寺
と
呼
ば
れ
る
寺
町
が
あ

り
ま
す
。
関
東
大
震
災
の

後
、
練
馬
に
移
転
し
て
き

た
浄
土
宗
・
十
一
の
寺
が

通
り
を
は
さ
ん
で
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
ま
す
。
境
内

は
自
由
に
入
れ
る
そ
う
で

す
（
練
馬
区
か
ら
の
情

報
）
。

寺
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
が
違

う
の
で
、
じ
っ
く
り
と
歩

い
て
見
る
と
楽
し
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
一
ケ
寺
の
通
り
奥
に

あ
る
共
同
墓
地
に
は
、
東

京
都
の
旧
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
野
蘭
山
（
江
戸

時
代
中
期
の
本
草
学

者
）
、
池
永
道
雲
（
江
戸

時
代
の
書
道
家
）
の
墓
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
「
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
」
が
あ

り
、
九
カ
所
の
映
画
館
で

は
、
話
題
の
映
画
を
上
映

し
て
い
ま
す
。

映
画
は
苦
手
と
言
う
方

に
は
、
豊
島
園
・
庭
の
湯

（
十
時
〜
二
十
三
時
、
入

館
料
二
千
五
百
五
十
円
）

が
あ
り
ま
す
。
れ
っ
き
と

し
た
温
泉
で
す
。
ご
紹
介

し
た
す
べ
て
を
楽
し
む
と

な
る
と
、
一
日
で
は
と
て

も
足
り
ま
せ
ん
。
計
画
を

立
て
な
が
ら
、
一
度
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
ひ
ろ
ば
編
集
委
員
・
み

ど
り
薬
局
事
務

神
山
咲

子
）

小豆沢病院健康友の会

５／２２� 健康まつり→小豆
沢病院と共催

６／１２� 総会

高島平健康友の会

４月 総会

坂下診療所健康友の会

４／１０� 「千葉香取神社の
桜と銚子の日帰り旅行」

５／２５� 大バザー

下赤塚診療所健康友の会

５／２９� 総会 赤塚公会堂
にて

桐ヶ丘健康友の会

４月 花見をしながら千鳥が
淵付近散策

４月 総会

練馬第一診療所健康友の会

４／２４� 総会

練馬第二診療所健康友の会

５月 総会
上記以外にも、班会やサークルな
ど開催していますので、各友の会
までお問い合わせください。

散
歩
道

医
療
の
は
な
し

�

今
回
よ
り
小
豆
沢
病
院
医
師
か
ら
の
「
医
療
の

は
な
し
」
を
連
載
し
ま
す
。

最
新
の
痔
の
治
療

痛
み
が
少
な
く
、早
期
退
院

が
可
能
な
Ｐ
Ｐ
Ｈ
法

小
豆
沢
病
院

外
科
医
師

一
瀬

隆
広

春を満喫、練馬のつつじ観賞と寺歩き
練馬駅～豊島園駅周辺

友の会�～�月

行事予定

第３回 あずさわ健康まつり

日時 ２００５年５月２２日（日）
午前１０時～午後２時３０分

会場 小豆沢病院駐車場 等
メインスローガン

心も体もまるごと健康づくり
主催 健康まつり実行委員会

☆『家族（かぞく）と健康』の絵を募集します�
健康まつり実行委員会では、５月の母の日、６

月の父の日に寄せて「家族と健康」をテーマにした
絵を募集します。
・絵は、家族と健康に関するものであれば自由にお
描きください。（おかあさんやおとうさん一人だ
けの絵あるいは家族全員の絵など）
クレヨン、水彩どちらでも可。「テーマ」も添え
てください。
・応募できる人→小学生以下のお子さん。
・大きさ→八ツ切位（３９２㎜×２７１㎜）
・送付先→〒１７４―８５０２ 板橋区小豆沢１―６―８

小豆沢病院気付 健康まつり実行委員会宛
※直接に持参も可

・問い合わせ先 電話０３（３９６６）８４１１小豆沢病院
・応募期間 ４月１０日～５月１０日
・優秀作品は健康まつりで表彰し、小豆沢病院外来
待合室に展示します。
作品の返却は８月予定。

２００５年４月 第７２号 （２）医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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介
護
保
険
の
申
請
を
し

て
自
立
（
非
該
当
）
と
な

っ
て
も
、
介
護
予
防
と
し

て
住
宅
改
修
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
方
に
は
、
介
護

保
険
の
住
宅
改
修
項
目
と

同
じ
内
容
の
工
事
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
状
態
と

認
定
さ
れ
て
も
介
護
保
険

の
住
宅
改
修
の
範
囲
以
外

に
「
浴
槽
を
ま
た
ぎ
や
す

く
交
換
す
る
」
「
和
式
の

便
器
を
洋
式
の
便
器
に
交

換
す
る
」
「
流
し
や
洗
面

台
を
車
い
す
で
も
使
え
る

よ
う
に
す
る
」
た
め
の
工

事
に
助
成
金
が
出
ま
す
。

具
体
的
な
執
行
は
、
自

治
体
ご
と
に
行
わ
れ
ま

す
。
（
表
を
参
照
）
。

区
の
財
政
難
を
理
由

に
、
制
度
と
し
て
廃
止
さ

れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

り
、
全
体
と
し
て
大
き
く

後
退
し
て
き
て
い
ま
す
。

区
民
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
ま
た
最
低
で
も

東
京
都
の
基
準
を
保
つ
よ

う
に
行
政
に
働
き
か
け
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
「
安
全
で
快

適
な
住
ま
い
」
に
す
る
た

め
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

あ
ず
さ
わ
福
祉
本
舗

山
下

千
佳
（
福
祉
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）

志
村
薬
局

薬
剤
師

小
野

恵
美

目
薬
を
毎
日
使
用
し
て

い
る
方
で
も
、
意
外
と
そ

の
正
し
い
使
用
方
法
が
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

手
を
洗
い
点
眼
を

点
眼
液
一
本
は
、通
常
、

両
方
の
目
に
一
日
に
三
〜

四
回
の
使
用
で
、
約
一
週

間
使
用
で
き
ま
す
。
微
生

物
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る

機
会
が
多
い
の
で
。
必
ず

点
眼
す
る
前
に
は
石
鹸
で

よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
点
眼
す
る
時

も
容
器
の
先
が
指
先
・
ま

ぶ
た
・
ま
つ
げ
に
触
れ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。点

眼
方
法
で
す
が
、
薬

が
目
の
中
に
上
手
に
入
ら

な
い
方
は
図
�
の
よ
う
に

点
眼
液
を
持
っ
た
手
を
あ

か
ん
べ
ー
し
た
手
の
上
に

の
せ
て
固
定
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
点
眼
液
は
目
の

真
ん
中
に
入
ら
な
く
て

も
、
下
ま
ぶ
た
の
中
に
落

と
し
て
も
効
果
は
同
じ
で

す
。点

眼
量
は
一
滴
約
三
十

〜
五
十
µ
リ
ッ
ト
ル
で
す

が
、目
の
中
に
入
る
量
は
、

一
回
二
十
〜
三
十
µ
リ
ッ

ト
ル
な
の
で
一
滴
の
点
眼

で
十
分
で
す
。
し
た
が
っ

て
一
回
の
量
を
多
く
し
て

も
あ
ふ
れ
て
無
駄
に
し
て

し
ま
っ
た
り
、
薬
に
よ
っ

て
は
目
薬
に
含
ま
れ
る
防

腐
剤
な
ど
に
よ
り
目
の
周

り
を
荒
ら
し
た
り
す
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

二
種
類
以
上
の
点
眼
は

ま
た
、
二
種
類
以
上
の

目
薬
を
点
眼
す
る
時
は
、

さ
き
に
つ
け
た
目
薬
に
よ

っ
て
洗
い
流
さ
れ
た
り
、

効
果
が
混
ざ
り
合
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
五
〜

十
分
間
の
間
隔
を
あ
け
て

点
眼
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
す
。

点
眼
の
順
序
は
、
症
状

・
薬
効
・
成
分
に
よ
っ
て

違
う
の
で
指
示
通
り
し
ま

し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
点

眼
液
は
、
直
接
日
光
に
当

た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
れ
ば
室
内
保
存
で
き
ま

す
が
、一
部
の
点
眼
液
は
、

冷
所
保
存
で
使
用
期
限
が

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

点
眼
容
器
に
記
載
さ
れ

て
い
る
使
用
期
限
は
開
封

前
の
こ
と
で
す
。
開
封
し

た
ら
一
ヶ
月
以
内
に
使
い

切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

（
続
く
）

福福祉祉用用具具

友
の
会
役
員
の
方
々

が
、
毎
月
お
し
ゃ
べ
り
喫

茶
や
昼
食
会
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
に
常
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
春
の
日
帰
り

旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
暖
か
く
好
天
に
恵

ま
れ
た
楽
し
い
旅
行
が
実

現
し
ま
し

た
。
梅
の
花

は
ち
ょ
っ
と

早
す
ぎ
た
か

二
分
咲
き
位

で
、
丁
度
正

午
に
磯
辺
ガ

ー
デ
ン
に
着

き
、
舌
切
り

雀
の
人
形
劇

を
見
て
か

ら
、
昼
食
で

し
た
。
二
時

間
の
休
憩
が

あ
り
、
ゆ
っ

く
り
と
温
泉
に
つ
か
り
、

ち
ょ
っ
と
横
に
な
っ
て
休

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

碓
井
峠
め
が
ね
橋
は
、

百
年
以
上
も
前
の
明
治
二

十
六
年
に
作
ら
れ
た
レ
ン

ガ
造
り
の
橋
で
、
そ
の
大

き
さ
と
デ
ザ
イ
ン
に
は
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
橋
は

列
車
が
走
っ
て
い
た
線
路

で
し
た
が
、
今
は
遊
歩
道

に
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
の
坂
道
を
端
の
上
ま

で
登
っ
て
、
昔
ア
ブ
ト
式

列
車
が
走
っ
て
い
た
と
い

う
歴
史
が
刻
ま
れ
た
橋
を

渡
り
、
い
く
つ
か
の
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
碓
井
湖
ま

で
楽
し
い
散
策
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
八
十
人

で
し
た
。
も
う
一
度
行
っ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
な

す
ば
ら
し
い
企
画
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
月
十
六
日
（
水
）
待

望
の
「
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ

ク
房
総
半
島

の
旅
」
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
五

十
三
人
参
加

で
バ
ス
は
満

員
で
し
た
。

あ
い
に
く

の
雨
天
の
た

め
に
車
内
よ

り
九
十
九
里

海
岸
な
ど
美

し
い
風
景
を

見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
や
や
が
っ
か
り

し
た
一
日
で
し
た
。

そ
れ
で
も
車
内
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
で
お
互
い

語
り
合
い
、
行
き
先
の
御

宿
の
砂
漠
の
ビ
デ
オ
や

「
月
の
砂
漠
」
か
ら
は
じ

ま
り
帰
り
ま
で
カ
ラ
オ
ケ

を
充
分
楽
し
ん
で
鴨
川
の

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
お
い

し
い
磯
料
理
を
食
べ
て
帰

り
ま
し
た
。
ま
た
、
友
の

会
に
未
加
入
の
方
に
入
会

を
勧
め
る
こ
と
や
ア
ン
ケ

ー
ト
を
お
願
い
を
含
め

て
、
秋
の
二
泊
旅
行
で
再

会
を
期
し
た
楽
し
い
旅
行

で
し
た
。

★
古
布
を
集
め
て
い
ま

す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。

入
院
患
者
さ
ん
の
お
尻

拭
き
に
な
り
ま
す
。

バ
ス
タ
オ
ル
や
シ
ー

ツ
、
木
綿
の
肌
着（
上
）

シ
ャ
ツ
な
ど
洗
濯
し
た

も
の
を
お
願
い
し
ま

す
。友
の
会
事
務
所
、病

院
総
務
課
、
各
病
棟
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

★
布
切
り
ボ
ラ
ン
テ
ア

さ
ん
も
募
集
中
！

布
を
大
人
の
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
に
切
る
作
業

で
す
。
小
豆
沢
病
院
健

康
友
の
会
事
務
所
で
行

っ
て
い
ま
す
。

小
豆
沢
病
院

〇
三

（
三
九
六
六
）八
四
一
一

＝連 載＝

第１３回

目
薬
の
使
い
方
（
前
編
）

高
齢
者
の
自
立
支
援

住
宅
改
修
給
付（
設
備
改
修

給
付
）に
つ
い
て

＜東京都でも区によって、こんなに違います＞
下記以外の区は、お問い合わせください。

練馬区

２０万円

２０万円

１０万円

１２万円

３割

＊上記金額を限度に板橋区・北区は９割、練馬区は７割を助成
＊１住宅につき、１項目１回のみの申し込みとなる。
＊限度額を超えた場合は、超えた部分が自己負担となる。
＊練馬区は４月より利用限度額が引き下げられ、上記の金額になります。

北 区

２０万円

３７万９千円

１０万６千円

１５万６千円

１割
（非課税０．５割）

板橋区

１０万円

１０万円

廃 止

１０万円

１割

東京都基準

２０万円

３７万９千円

１０万６千円

１５万６千円

１割

項 目

「自立」支援改修

浴槽の取り替え

便器の洋式化工事

流し、洗面台の取り替え

自己負担

小
豆
沢
病
院
か
ら
の
お
願
い

みんなでハイいい顔…パチリ「ああおいしいね。磯料理」

日帰り旅行

秋
間
梅
林
と
磯
辺
温
泉
、

碓
井
峠
め
が
ね
橋

小
豆
沢
病
院
健
康
友
の
会

会
員

山
高
定
三

日
帰
り
旅
行
記

下
赤
塚
診
療
所
健
康
友
の
会

副
会
長

松
井

英
夫

購読をおすすめします

�

（３） 第７２号 ２００５年４月医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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三
月
二
日
、九
日
、十
九

日
の
三
日
間
、
診
療
所
の

待
合
室
で
開
催
し
、
の
べ

五
十
人
の
参
加
で
し
た
。

一
日
目
は
、
練
馬
消
防

署
・
平
和
台
出
張
所
の
救

急
救
命
士
三
人
が
講
師
。

人
形
を
使
用
し
て
の
救
急

処
置
の
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
三
角
巾
を
使
用

し
て
の
止
血
方
法
が
丁
寧

に
説
明
さ
れ
、
参
加
し
た

人
た
ち
は
、
実
技
を
行
い

ま
し
た
。
実
際
や
っ
て
み

る
と
、
な
か
な
か
難
し
い

と
参
加
者
の
感
想
で
し

た
。二

日
目
は
、
小
豆
沢
歯

科
か
ら
依
田
先
生
が
「
痛

い
歯
か
ら
・
お
口
を
み
れ

ば
何
が
わ
か
る
」
の
内
容

で
し
た
。
歯
が

原
因
で
発
生
す

る
病
気
の
恐
ろ

し
さ
は
本
当
に

身
に
つ
ま
さ
れ

る
思
い
で
し

た
。
ま
た
、
歯

科
衛
生
士
・
白

崎
さ
ん
か
ら
正

し
い
歯
磨
き
に

つ
い
て
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

歯
ブ
ラ
シ
の
角
度
は
四
十

五
度
で
軽
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
す
る
と
効
果
が
あ
る
と

い
う
説
明
で
し
た
。
毎
日

の
生
活
の
示
唆
に
な
り
ま

し
た
。

三
日
目
は
、
「
身
近
な

憲
法
の
話
」
で
元
診
療
所

事
務
長
の
小
松
司
さ
ん
が

講
師
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に

お
け
る
新
憲
法
誕
生
の
秘

話
や
憲
法
九
条
の
重
大
さ

と
教
育
基
本
法
に
関
す
る

事
項
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
認
識
の
度
を
強
く
深

め
ま
し
た
。

三
日
間
と
も
質
問
が
多

く
出
て
、
大
変
充
実
し
た

保
健
学
校
で
し
た
。
最
終

日
に
は
、
全
日
程
を
参
加

し
た
人
へ
吉
田
会
長
よ
り

修
了
書
が
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

も
診
療
所
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

午
後
二
時
か
ら
と
い
う

時
間
帯
で
し
た
の
で
、
サ

ー
ビ
ス
の
入
っ
て
い
る
人

た
ち
も
多
く
、
参
加
で
き

な
い
人
も
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
全
体
で
二
十
名
余

り
と
少
人
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
三
つ
の
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
練
馬
、

小
豆
沢
、
高
島
平
）
か
ら

の
事
例
発
表
の
後
、
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意

見
を
交
換
、
検
討
し
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の

知
恵
」
と
言
い
ま
す
が
、

グ
ル
ー
プ
の
検
討
会
で

は
、
思
い
も
つ
か
な
い
よ

う
な
意
見
が
出
た
り
、
感

心
さ
せ
ら
れ
た
と
新
た
な

発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

練
馬
の
事
例
で
は
、
私

も
援
助
に
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
他
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
人
か
ら
励
ま

し
や
共
感
も
頂

き
ま
し
た
。

他
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の

「
利
用
者
さ
ん

転
倒
事
故
」
に

つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
何
が

原
因
だ
っ
た
の

か
、
ど
う
対
処

す
れ
ば
よ
か
っ

た
の
か
な
ど
、

今
後
の
課
題
な

ど
も
出
さ
れ
多

い
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
、

業
務
を
単
に
こ
な
す
だ
け

で
な
く
、
こ
と
ば
使
い
や

態
度
で
、
利
用
の
方
に
嫌

な
気
分
や
穏
や
か
な
気
持

ち
に
も
さ
せ
た
り
し
ま

す
。介

護
は
と
て
も
奥
が
深

く
、
大
変
な
面
も
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
や
り
が
い

が
あ
り
、
お
も
し
ろ
い
も

の
だ
と
言
う
こ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

普
段
あ
ま
り
交
流
で
き

な
い
ヘ
ル
パ
ー
同
士
で
す

が
、
検
討
会
の
後
で
、
茶

話
会
を
行
い
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
以
前
は
、
あ
ま
り
関
心

な
く
み
ん
な
よ
く
が
ん
ば

っ
て
い
る
な
ー
位
の
と
ら

え
方
で
見
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
ひ
ろ
ば
が
入
っ

て
い
る
の
を
待
ち
遠
し
い

位
に
な
り
ま
し
た
。
隅
々

ま
で
読
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
が
平
等
に

医
療
が
受
け
ら
れ
る
板
橋

に
し
た
い
で
す
ね
。

●
今
ま
で
ク
イ
ズ
応
募
に

も
当
た
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
に
ひ
ろ
ば
で
当
た

り
嬉
し
い
こ
と
で
ー
す
。

●
現
在
、
小
豆
沢
病
院
の

三
〇
三
号
に
入
院
中
で

す
。
三
月
五
日
は
手
術
後

に
な
り
ま
す
。

●
い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
練
馬
第
一
診
療
所
で
み

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま
ち
が
い
さ
が
し
は
、

と
て
も
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
小
学
二
年
の
息
子
が
パ

ズ
ル
を
解
き
ま
し
た
。
健

康
面
の
記
事
が
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
す
。
平
和
と

患
者
中
心
の
医
療
を
大
切

に
す
る
石
川
理
事
長
を
尊

敬
し
ま
す
。

●
私
は
、
小
豆
沢
歯
科
で

働
い
て
三
年
に
な
り
ま

す
。
患
者
様
の
声
を
積
極

的
に
聴
い
て
気
持
ち
の
良

い
医
療
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
母
と
一
緒
に
読
ん
で
い

ま
す
。
将
来
、
福
祉
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で

働
い
て
い
る
方
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
良
い
で

す
。

●
先
日
、
介
護
保
険
の
学

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
負
担
が
多
く
な

れ
ば
、
在
宅
で
十
分
な
サ

ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ず
、

施
設
に
も
入
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
社
会
で
支

え
る
は
ず
だ
っ
た
「
介
護

保
険
」
の
改
悪
を
許
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

●
私
も
、
今
年
八
十
歳
を

迎
え
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

で
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
心
身
の
衰
え

は
確
実
で
す
。
何
と
か
し

て
元
気
で
い
た
い
と
念
じ

な
が
ら
一
桁
の
た
し
算
、

漢
字
、
パ
ズ
ル
な
ど
で
時

間
を
つ
ぶ
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
更
に
地
震
の
こ
と

も
気
に
な
り
、
使
わ
な
い

瀬
戸
物
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

入
れ
た
り
、
納
戸
に
し
ま

う
な
ど
の
対
策
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
ち
が
い
さ

が
し
の
ク
イ
ズ
は
根
気
、

集
中
力
ア
ッ
プ
に
最
高

ね
。

☆
ク
イ
ズ

ま
ち
が
い

さ
が
し

上
の
絵
と
下
の
絵
で
違

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
十
カ

所
あ
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

・
解
答
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
余
白
に
感
想
や
意
見

な
ど
必
ず
書
い
て
、
ひ
ろ

ば
「
ク
イ
ズ
娘
」
宛
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

・
締
め
切
り
は
五
月
十
日

☆
７０
号
ク
イ
ズ
の
解
答

�
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
に
ち

�
お
供
え
の
ダ
イ
ダ
イ

�
生
け
た
花
の
上
方

�
生
け
た
花
・
下
方
の
黄

色
の
花
の
有
無

�
左
側
窓
の
雪

�
左
側
の
小
鳥
の
尾
形

�
お
供
え
下
の
影
の
形

次
の
方
々
に
図
書
券
を

お
送
り
し
ま
す
。

板
橋
区

三
友
佳
さ
ん

板
橋
区

及
川
瑞
穂
さ
ん

板
橋
区

井
上
華
子
さ
ん

東
久
留
米
市

竹
下
信
彦

さ
ん

ハ
ガ
キ
で
一
言

第
十
九
回
保
健
学
校

練
馬
第
一
診
療
所
健
康
友
の
会

事
務
局
長

志
賀

善
隆

第３回ヘルパーステーション
えがお合同事例検討会３／１２
練馬ヘルパーステーションえがお 古館 由美

グループで熱心に論議

三角巾を使って、真剣に学ぶ

依田医師の話をスクリーンを見ながら

２００５年４月 第７２号 （４）医 療 と 健 康 の ひ ろ ば


